
令和元年度(平成30年度実施事業分)事務事業評価評価票 № 22-019

担当 豊田
内線等 27-6663

章：
節：
基本施策：

単位施策：

個別施策：

28年度 29年度 30年度 単位
1 ― ― 件

― 2 1 件

32,400 631,089 59,631 千円
635 1,904 750 千円

33,035 632,993 60,381 千円
28年度 29年度 30年度 単位

28年度 29年度 30年度 単位

実績値 ― 91 100

目標値 ― 91 100

実績値

目標値

実績値

目標値

妥当 大きい ない
高い ない

大きい ない ―

目標値 単位

Ａ
今後の事業
の方向性

終了

　天井改修事業が計画通り完了し、安心安全な施設として利用することができる。今後も
利用者が安全に使用できるように努める。

課
題
解
決
の
た
め
の
目
標

令和元年度
の目標

成果指標

平成３０年４月完了

⑤成果向上の余地 ※対象・手段の変更

③休廃止の影響 ⑥類似事業の有無 ⑧受益者負担適正化余地

事業の
評価・課題

Ａ

　平成29年度に天井改修工事を開始した３施設において、半田市体育館、青山記念武道館
は、平成29年度に完了したが、半田福祉ふれあいプールは、夏季繁忙期の工事を避けるた
め、工事期間を平成29年９月から平成30年４月までとし、計画どおりに完了することがで
きた。

Ｃ
観点別評価

必要性 有効性 効率性

①市の関与の妥当性 ④上位施策への貢献 ⑦コスト削減余地

課
題
の
整
理

②市民ニーズ

成　果

成果指標
①体育施設天井等改修工事実行率

％

②

③

人件費
総事業費

活動単位当たりのコスト
①
②
③

目的を達成
するための
手段・活動

内容

・体育施設天井等改修工事実施設計委託（平成28年度）
・体育施設天井等改修工事（平成29年度～平成30年度）
・半田福祉ふれあいプールについては、利用者の利便性を考慮し、２年度で工事を行う

Ｄ

活動結果

活動実績
①体育施設天井等改修工事実施設計委託件数
②体育施設天井等改修工事完了件数

前
年
度
の
活
動
結
果
と
見
ら
れ
た
成
果

③
事業費

第２節　生涯学習の推進
４．生涯スポーツ・レクリエーション

総
合
計
画
と
の
関
係
性
等

（２）スポーツ施設の効率的利用と整備・充実
③スポーツ施設の整備

根拠法令等 ―

対象・目的
脱落によって重大な危害を生ずる恐れのある「特定天井」がある青山記念武道館、半田福
祉ふれあいプール、半田市体育館を改修する。

PDCA 事務事業名 体育施設天井等改修事業 部課等名
健康子ども部 スポーツ課
施設担当

Ｐ
政策体系

第５章　育ち合い共生を進めるまち


